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【国内学会】
高村民雄
1. 清水厚・松井一郎・杉本伸夫（国立環境研究所）　高村民雄（千葉大学）、大野裕一・佐藤健治・植
松明久・堀江宏昭・熊谷博（情報通信研究機構）、2008:航空機搭載・人工衛星搭載・地上ネットワー
クライダーによるエアロゾル3次元構造の同期観測、2008年度日本気象学会春季大会講演予稿集
2. 斉藤龍、田中智章、原煕、小熊宏之、横田達也、高村民雄、久世宏明，2008:航空機、スカイラジオメー
ター、ライダーによる混合層内の二酸化炭素とエアロゾル濃度の観測、第34回リモートセンシング
シンポジウム（2008年11月6日）、気象研究所。
3. G.Pandithurai, J. Yamaguchi,T.Takano, Y. Ishizaka,P. khatri andT.Takamura, 2008:An
observationalestimateoftheaerosolindirecteffectusingground-basedremotesensing,2008年度
日本気象学会秋季大会講演予稿集,B210,P156,2008年11月19日〜21日,仙台国際センター .
4. PradeepKhatri andTamioTakamura,2008:Amethod to screen cloud affected data for sky
radiometerdataanalysis,2008年度日本気象学会秋季大会講演予稿集,B212,P158,2008年11月19
日〜21日,仙台国際センター .
5. 阿部英二、山﨑文寛、山口潤、河村洋平、中西裕治、鷹野敏明、高村民雄、大野裕一、「ミリ波雲レー
ダFALCON-Iでのドップラ観測」、2008年度電気学会基礎・材料・共通部門大会、「B.安定した社
会活動継続のための自然災害監視・予測の電磁界技術」B-9,2008年8月22日、於:千葉工業大学（千
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葉県）
6. 山口潤、鷹野敏明、河村洋平、阿部英二、高村民雄、G.Pandithurai、清水厚、中島映至、「95GHzミ
リ波FMCW雲レーダを用いた辺戸観測における雲領域評価」、日本大気電気学会第80回研究発表会
No.46,2009年1月9日,東京理科大学（東京都）（その他）
建石隆太郎
1. NguyenThanhHoan,RyutaroTateishi,Bayaer, JavzandulamTsendayush,MohamedAboelGhar,
AlimujiangKasimu,ToshiyukiKobayashi,AdelShalaby,BayanAlsaaideh,andMd.MijannurRahman,
Accuracy improvementof landcovermapforGlobalMappingProject,Proceedingsof the44th
SpringConferenceoftheRemoteSensingSocietyofJapan,pp.107-108,Tokyo,22-23May2008
2. N.T.Hoan,andR.Tateishi,SometechniquesforpreprocessingofALOS/AVNIR-2andALOS/PALSAR
data,Proceedings of the45thAutumnConference of theRemoteSensingSociety of Japan,
pp.101-102,Hokkaido,Japan,4–5Dec.2008
3. AlimujiangKasimu,NguyenThanhHoan, andRyutaroTateishi,Global urban characterization
usingpopulationdensity,DMSPandMODISdata,Proceedingof the45thAutumnconferenceof
theRemoteSensingSocietyofJapan,Proceedingsofthe45thAutumnConferenceoftheRemote
SensingSocietyofJapan,pp.103-104,Hokkaido,Japan,4–5Dec.2008
4. AlimujiangKasimu,RyutaroTateishiandT. Ishiyama,Evaluatingurbanexpansionand landuse
changeinUrumqi,China,byusingGISandremotesensing,Proceedingsofthe8thsymposiumon
EnvironmentalchangeinXinjiangUyghurChina,ChibaUniversity,Japan,20thFeb.2009
近藤昭彦
1. Kondoh,A.,etal.（2009.3）:AnalysesoflandcoverchangesinAmurRiverbasinbysatelliteremote
sensing.IGU-CommissiononHazardandRiskJapanGeographicalUnionJointInt’lSymposium.
2. 白迎玖・近藤昭彦・荘振義（2009.3）：衛星画像を用いた台北の都市発展と都市ヒートアイランド
との関係分析（第2報）.日本地理学会春季学術講演会.
3. チン　テイ　タン　ズュェン・近藤昭彦（2008.12）：多時期SAR画像を使ったベトナム、フエラ
グーンにおける洪水地形の判読.第6回水文過程のリモートセンシングとその応用に関するワーク
ショップ、於キャンパスイノベーションセンター .
4. 近藤昭彦（2008.12）:環境を見る―地球環境モニタリングと人間生活への展開―.第2回横幹連合総
合シンポジウム予稿集、85-86.
5. 鈴木力英・酒井秀孝・近藤昭彦（2008.11）：衛星植生データを使った広域植生と気象変動の研究.日
本気象学会秋季大会iLEAPSスペシャルセッション、予稿集、94巻、257p.
6. 郭　栄珠・近藤昭彦（2008.9）：リモートセンシングとGISによる洪水の浸水被害の素因抽出と脆弱
性マップ作成に関する研究.日本水文科学会2008年度学術大会.
7. 郭　栄珠・近藤昭彦（2008.8）：リモートセンシングとGISによる浸水被害の脆弱性マップ作成に関
する研究.水文・無図資源学会2008年度研究発表会要旨集、130-131.
8. 近藤昭彦（2008.5）：水資源・食糧資源とリモートセンシング.（社）日本リモートセンシング学会
第44回学術講演論文集、133-134.
9. 白木洋平・樋口篤志・近藤昭彦（2008.5）：降水現象に対する都市環境の効果.2008年度日本地球惑
星科学連合大会、「環境リモートセンシングセッション」
10. 白木洋平・近藤昭彦・一ノ瀬俊明（2008.5）：Theimpactofsurfaceformonurbantemperature
usingremotesensingandGIS.2008年度日本地球惑星科学連合大会、「環境リモートセンシングセッ
ション」
11. TRINHTHITHANHDUYEN（2008.5）：FloodriskevaluationinThuaThienHue,VietNam.2008
年度日本地球惑星科学連合大会、「環境リモートセンシングセッション」
12. 酒井秀孝・近藤昭彦・鈴木力英（2008.5）：衛星リモートセンシングによるシベリアにおける近年の
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植生変動の徴候、2008年度日本地球惑星科学連合大会、「環境リモートセンシングセッション」
13. 李海蘭・近藤昭彦・唐常源・春山成子・山縣耕太郎・室岡瑞恵（2008.5）:中国、三江平原における
地下水流動系に関する予察的研究.2008年度日本地球惑星科学連合大会、「水循環・水環境セッショ
ン」
14. 山岸遥・近藤昭彦（2008.5）:千葉県の諸河川における降雨-水位応答の地域性.2008年度日本地球
惑星科学連合大会、「水循環・水環境セッション」
15. 若津絵美・松村朋子・近藤昭彦（2008.5）:日本における海岸侵食と流域における地形特性、土地
被覆変化の関係.2008年度日本地球惑星科学連合大会、「水循環・水環境セッション」
16. 山崎秀太朗・近藤昭彦（2008.5）:下総台地の河川における硝酸態窒素濃度の分布と土地被覆との関
係.2008年度日本地球惑星科学連合大会、「水循環・水環境セッション」
久世宏明
1. 久世宏明、リモートセンシングと環境計測（招待講演）、レーザー技術特別セミナー LE-8レーザー計
測最前線セッション（パシフィコ横浜、2008年4月24日）
2. Bannu,JosaphatTetukoSriSumantyo,AtsushiHiguchi,HiroakiKuze,RainfallanomalyinIndonesian
regionduringperiodsofstrongElNinoandIndianOceandipolemode、日本リモートセンシング学
会P31（東京工大、2008年5月22-23日）
3. 竹内延夫、NofelLagrosas（AteneodeManilaUniv.）、内藤季和、矢吹正教、久世宏明、臨海2都市の
エアロゾル特性の比較、第25回エアロゾル科学・技術研究討論会（金沢大学、2008年8月20-22日）
4. 栗山健二、片岡大祐、原田一平、久世宏明、長光路差分吸収分光（DOAS）法を用いた危険有害物質
（HNS）の近赤外吸収の計測、第69回応用物理学会学術講演会、3aZF3（中部大、2008年9月2-5日）
5. 椎名達雄、眞子直弘、矢吹正教、竹内延夫、久世宏明、曽根明弘、菅博文、内藤季和、自動計
測ミー ライダーにおける水平面走査実計測その2、第26回レーザセンシングシンポジウム、P22,
pp.88-89（福岡市、2008年9月11-12日）
6. 佐藤哲也、久世宏明、神邊貴史、林田茂、巽泰郎、赤外レーザ光照射によるオゾン分子の同位体選
択的前期解離、第26回レーザセンシングシンポジウム、P18,pp.78-79（福岡市、2008年9月11-12日）
7. Y.BhavaniKumar,MusaliKrishnaiah,HiroakiKuze,Portable lidarobservationsofaerosol layers
overatropicalsiteGadanki（13.5N,79.2E）inIndia,第26回レーザセンシングシンポジウム、C4,
pp.22-25（福岡市、2008年9月11-12日）
8. MusaliKrishnaiah,Padmavathikulkarni,Y.Bhavani,HiroakiKuze,Lidarandsatelliteobservationsof
cirrusclimatologyoveratropicalstation,Gadanki, India,第26回レーザセンシングシンポジウム、
P41,pp.136-139（福岡市、2008年9月11-12日）
9. 斉藤龍、田中智章、原煕、高村民雄、久世宏明、シャミルマクシュートフ、下部対流圏の二酸化炭
素とエアロゾルの観測とモデルとの比較、第34回SICEリモートセンシングシンポジウム、O5（気象
研、2008年11月6-7日）
10. 眞子直弘、矢吹正教、久世宏明、太陽直達光と散乱光の分光測定による大気情報計測、第34回SICE
リモートセンシングシンポジウム、O14（気象研、2008年11月6-7日）
11. 原田一平、片岡大祐、松本拓、増田健二、久世宏明、由井四海、一ノ瀬俊明、戸野倉賢一、DOAS
法とMAX-DOAS法を用いた大気汚染成分の同時計測、第34回SICEリモートセンシングシンポジウ
ム、O16（気象研、2008年11月6-7日）
12. 宮澤周司、眞子直弘、矢吹正教、久世宏明、分光放射計による地上同期観測から導いたエアロゾ
ルパラメータによるMODISの大気補正、日本リモートセンシング学会第45回学術講演会論文集、
189-190（北海道情報大）（12月4-5日、2008）
13. ルフル・バユアジ、バンバン・セティアディ、ヨサファット・テトォコ・スリ・スマンティヨ、久
世宏明、ALOS/PALSARDInSARAnalysisforUrbanSubsidenceMonitoring:CaseStudyofJakarta
Megacity, Indonesia、第16回SICEリモートセンシングフォーラム、予稿集pp.17-18,RESTEC、
2009年3月2日
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14. 眞子直弘、矢吹正教、久世宏明（千葉大）塩原匡貴（極地研）、太陽光の分光観測による対流圏エア
ロゾルの特性評価、第16回SICEリモートセンシングフォーラム、予稿集pp.19-20、RESTEC、2009
年3月2日
15. 篠宮浩平、矢吹正教、増田健二、久世宏明、佐々木真人、Ashraイメージングライダーを用いた対
流圏エアロゾルと雲の二次元計測、第16回SICEリモートセンシングフォーラム、予稿集pp.21-22、
RESTEC、2009年3月2日
16. 片岡大祐、松本拓、増田健二、原田一平、久世宏明、由井四海、天空光と人工光源を利用した大気
中の長光路光伝搬によるエアロゾルと大気汚染物質の連続計測,第16回SICEリモートセンシング
フォーラム、予稿集pp.31-32、RESTEC、2009年3月2日
17. 矢吹正教、眞子直弘、篠宮浩平、宮澤周司、久世宏明、椎名達雄、村山利幸、塩原匡貴、自動計測ミー
散乱ライダーによる交差点上空の大気エアロゾル計測,第16回SICEリモートセンシングフォーラム、
予稿集pp.33-34、RESTEC、2009年3月2日
18. 栗山健二、片岡大祐、松本拓、原田一平、眞子直弘、久世宏明、長光路差分吸収分光（DOAS）法
を用いた二酸化炭素（CO2）の近赤外吸収の計測、応用物理学会（31a-K-7），p.1034、筑波大学、
2009年3月31日
本多嘉明
1. 小野祐作,梶原康司,本多嘉明,森林における二方向性反射特性と樹冠形状の関係,日本写真測量学会
平成20年度年次学術講演会,pp5-8,2008
2. 小野朗子,梶原康司,本多嘉明,植生の水ストレス傾向を検出するための手法開発Ⅲ,日本写真測量学
会平成20年度年次学術講演会,pp13-14,2008
3. 小野祐作,梶原康司,本多嘉明,森林域の三次元構造を考慮した多方向観測のシミュレータの開発,日
本写真測量学会平成20年度秋季学術講演会,pp111-112,2008
4. 小野朗子,梶原康司,本多嘉明,植生の水ストレス傾向を検出するための手法開発Ⅳ,日本写真測量学
会平成20年度秋季学術講演会,pp107-108,2008
樋口篤志
1. 樋口篤志（2009）:大気・陸面関連の衛星データから垣間見る陸域貯留量に関連しそうなシグナル.名
古屋大学地球水循環研究センター・平成20年度HyARC計画研究研究集会「陸域貯留量変動のグロー
バルマッピング」および旧「マルチスケールの水循環過程に対する水の炭素・水素同位体の応用」，
名大HyARC,名古屋,2009年2月26日-27日.
2. 樋口篤志（2008）:CEReS衛星アーカイブの現状―他まとまり無く話題提供―.京都大学生存基盤研
究ユニット　サイト型研究　森林流域の水・熱・物質循環　研究打ち合わせ,2008年12月13日,京
都大学生存基盤研究ユニット,宇治,京都.
3. 栗田尚志・樋口篤志（2008）:PALデータに対する経年劣化補正の再校正の一考察（その2）.日本リ
モートセンシング学会第45回（平成20年度秋季）学術講演会,2008年12月4日-5日,北海道情報大学,
江別市,北海道,P25.
4. 佐藤栄里子・樋口篤志・山本宗尚・早崎将光（2008）:Aqua/AIRSとTRMMを利用した降水効率と
環境場との関係.日本気象学会2008年度秋季大会,2008年11月19日〜21日,仙台国際センター ,仙
台.
5. 松本淳・里村雄彦・樋口篤志・横井覚・伍倍明・山中大学・増田耕一・金森大成（2008）:
MAHASRIとAMY.日本気象学会2008年度秋季大会,2008年11月19日〜21日,仙台国際センター ,
仙台.
6. 早崎将光・山本宗尚・樋口篤志（2008）:サイクロンNargisの発生・発達期における総観気象場.日
本気象学会2008年度秋季大会,2008年11月19日〜21日,仙台国際センター ,仙台.
7. 黒川寛海・樋口篤志（2008）:海洋基礎生産性に与える非生物的環境条件の推定〜衛星リモートセン
シングによる全球の季節変動.2008年度日本海洋学会秋季大会,2008年9月25日-27日,広島国際大
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学,呉市,広島.
8. 檜山哲哉・西川将典・高橋厚裕・李薇・劉元波・劉文兆・樋口篤志・福嶌義宏（2008）:蒸発散と大
気境界層過程の調査法―空間スケール別に見た最近の研究事例―.2008年度日本水文科学会学術大
会,2008年9月20日-21日,千葉大学西千葉キャンパス,千葉.
9. 永岡淳一・山本宗尚・樋口篤志（2008）:TRMM/PRによる後方散乱係数を用いた地表面状態の季節
変動・経年変化.水文・水資源学会2008年度総会・研究発表会,8月26-28日,東京大学　駒場IIリ
サーチキャンパス生産技術研究所A棟,東京.
10. 飯島雄・樋口篤志・檜山哲哉・高橋厚裕・西川将典（2008）:対流境界層モデルと補完関係を用いた
蒸発散量推定法の評価.水文・水資源学会2008年度総会・研究発表会,8月26-28日,東京大学駒場
IIリサーチキャンパス生産技術研究所A棟,東京.
11. 千葉大CEReSバーチャルラボラトリ支援室（樋口篤志・山本宗尚・早崎将光・西尾文彦）（2008）:
複数の気象データセットでとらえたミャンマー・サイクロン.緊急セッション,日本地球惑星科学連
合2008年大会,5月16-21日,幕張メッセ国際会議場,千葉.
12. 松本淳ほか（2008）:アジアモンスーン観測年（AMY）．日本地球惑星科学連合2008年大会,5月
16-21日,幕張メッセ国際会議場,千葉.
13. 山本宗尚・菊地沙織・樋口篤志（2008）:雨量計データセットを用いた東アジアにおける降雨・無降
雨連続日数の長期変動.日本地球惑星科学連合2008年大会,5月16-21日,幕張メッセ国際会議場,千
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